
日 付 2014年9月17日(水)
会 場 フロンティア応用科学研究棟ホール B3会場

●第36回応用物理学会「講演奨励賞」贈呈式（公開）11：15～12：00
●2014年度国際フェロー特別講演 13：30～15：20
●応用物理学会代議員・諮問委員合同会議 16：00～17：00
●第36回応用物理学会「論文賞」授賞式 17：00～17：30
●応用物理学会第8回(2014年度 )フェロー表彰式 17：30～18：00

■ご案内

本部行事

学術講演会に出席される方は参加費（当日価格）をRegistrationにてお支払いください. 参加費をお支払いいただいた方には予稿集DVD・
公式ガイドブック・参加票をお渡しいたします.なお,参加費（予稿集DVD・公式ガイドブック・参加票含む）を事前予約されている方は,当日参加
票を首から下げて直接講演会場へお越しください.

参加費について

内容 種別 予約価格 当日価格
講演会参加費

［事前送付］
・予稿集DVD
・参加票

［当日引換］
・公式ガイドブック

一般会員 8,000円 12,000円

学生（会員・非会員） 3,000円 5,000円

シニア会員* 4,000円 7,000円

協定学会会員** 8,000円 12,000円

非会員 15,000円 20,000円

予稿集DVDのみ購入 従来の0,1,2,3分冊の内容を全て収録 8,000円

公式ガイドブックのみ購入 プログラム・登壇者索引 2,000円

* 常勤として勤務に就かれていない60歳以上の会員.一般会員からの種別変更が必要です.
** 協定学会：APS(American Physical Society), EOS (European Optical Society), EPS(European Physical Society), IOP(Institute of  Physics), 
KPS(Korean Physical Society), OSA(Optical Society of America), OSK(Optical Society of Korea), PESJ (日本物理教育学会), 
PSROC(The Physical Society of Republic of China), Société Française de Physique(SFP), SPIE (International Society for Optica Engineering ), 
Taiwan Photonics Society (TPS)
●講演会参加費は,一般会員および学生は不課税,非会員は内税です.
●事前予約されている方は当日，参加票を首から下げて直接講演会場へお越しください.

※ガイドブックが不要の方はRegistrationにお立ち寄りいただく必要はございません．
●講演会参加を予約されなかった方は，当日早目にRegistration内「当日受付（On-site Registration）」ブースにてお手続きください.
●会場内では，必ず「参加票」を首からさげて下さい.

●ネットワークサービスについて
学術講演会の開催期間中に，ポスター発表，JSAP EXPOの会場

であるPA会場，PB会場で，無線LANを利用したインターネット接続
が無料で利用できます．利用するコンピュータはご自身にてご準
備ください．なお，ウイルス対策を十分に講じたコンピュータをお使
い下さいますよう，お願いします．

●参加者用クローク(手荷物一時預かり)サービスについて
クロークサービス(有料)を以下にて実施しますのでご利用ください．

受付場所：S棟 1階S3
預かり料：荷物1個につき300円

預かり時間：
9/17(水) は,8：00～19：00(当日限り)
9/18(木)～19(金) は,8：00～19：30(当日限り)
9/20(土) は,8：00～16：00(当日限り)

その他：スペースに限りがあり，お預かりできない場合もございます．
貴重品はお預かりできません．

サービスについて

●バリアフリー対応について
講演会場の建物は基本的にバリアフリーですが，一部の対応して

いない会場があります．詳細に関しては，事前に事務局(03-5802-
0864)にお問い合わせください．

●公共交通機関利用のお願い
会場周辺には，駐車ができる施設・設備はありません．電車および

バス等の公共交通機関をご利用下さい．

●営利目的の宣伝活動について
事前申請された事業者以外の展示営業活動はご遠慮ください．

●撮影，録音について
講演発表の撮影，録音はできません．ポスターも撮影禁止です．

●マスコミ取材について
事前に許可が必要です．学会事務局または現地大会本部にご連

絡ください．



全ての講演会場で，PCプレゼンテーションを実施します．講演会場には，ノートパソコンと液晶プロジェクタを設置しています．以下の注意事
項参考に，発表の準備をしていただきますようお願いします．

1.会場設置のノートパソコンを使用する場合
講演者は，USBメモリ又はCD-ROMでパワーポイント(PPT)のファイルを会場に持参し，発表することができます．動作環境は以下のとおりで

す．

1-1)ハードウェア
・CPUとクロック周波数はIntelCorei3/2.1GHz以上です．
・メインメモリは2GB以上です．
・USB2.0ポートは3～4個付いています．ただし，１ポートはマウスにて使用されます．

1-2)ソフトウェア
・OSはWindows7Proです．
・プレゼンテーションソフトはMicrosoftPowerPoint(PPT)2007です．
・動画再生ソフトは，WindowsMediaPlayerVer.10です．特殊な形式・コーデックには対応していませんので，標準的なものをご使用ください．
QuickTime，RealPlayerやAdobeReaderなど，他の再生ソフトはインストールされていません．
・ウイルスセキュリティーソフトはインストールされていますが，複数の方がＵＳＢメモリーを介して同じＰＣを使用するため，ウイルス感染の危険
性がないわけではありません．ＵＳＢメモリーはライトプロテクトスイッチ(書き込み防止機能)の付いたＵＳＢメモリーをご使用ください．

1-3)発表用ファイル
・PPTファイルを作成する場合，Windows7が標準で提供しているフォントを使用してください．例えば，日本語と英語：MS明朝，MSゴシック，英
語：Arial，TimesNewRoman等があります．標準でないフォントを使用すると，デザインされたとおりには表示されません．
・ファイルサイズがあまり大きくならないようご注意ください．メインメモリの容量が限られていますので，サイズの大きなファイルを操作するとパソ
コンが不調になることがあります．
・PPTファイルにファイル名を付けてください．ファイル名は，半角英数字の講演番号と発表者のお名前をアンダースコア(アンダーバー)で結ん
で表記してください． ファイル名の例：17a-A1-10_yamada.ppt
・ウィルスを感染させることが無いよう，ファイルの管理には十分注意して下さい．

1-4)発表会場
・セッション開始前の休憩中に，USBメモリ又はCD-ROMのデータをノートパソコンのデスクトップにコピーして，発表に備えてください．
この場合，セッション終了後にアルバイターがノートパソコンにコピーされたファイルを閲覧できない状態に削除します．
・講演会終了後にソフトウェアによるデーター消去は行いますが，完全消去には対応しておりませんので，ノートパソコンのハードディスクに
データが残ることを気になさる方は，USBメモリ又はCD-ROMを直接アクセスして投影を行ってください．
・ノートパソコンへのコピーと投影チェックは，セキュリティ上，座長あるいは会場担当のアルバイター立会いで行ってください．
コピーは原則アルバイターが行います．アルバイターは，休憩時間には常駐しますが，昼休みは午後の講演開始時間の20分前まで不在となり
ますので，ご協力願います．

2.ノートパソコンを持ち込まれる際のご注意
講演者が持参したノートパソコンを使って，発表することができます．以下の点にご留意いただき，発表を行ってください．

2-1)パソコンの操作
・発表開始前にパソコンの電源を入れ，投影の準備をしておいてください．
・講演者は，画面を外部出力可能にしておいてください．

2-2)講演時の注意事項
・接続に要する時間も講演時間に含みますので，速やかな発表に向けてのご準備にご配慮ください．

2-3)接続ケーブル
・右の画像のケーブルを準備してあります．一部のノートパソコンでは付属のコネクタが必要な場合が
ありますので，お忘れなくご持参ください．

■口頭講演のご案内

1.PCプロジェクタ使用に関して

2.講演時間について

一般講演の講演時間は15分（講演10分，質疑応答5分）です．会場係が経過時間をお知らせするベルを鳴らします．

●第１鈴：講演予定時間終了の5分前

●第２鈴：講演予定時間終了
※第２鈴がなったときただちに講演を中止していただきます．

●第３鈴：質疑（討論）時間終了



・1講演につき，たて180cm，よこ90cmのパネルが
用意されています．

・パネルに各自用意したポスター，図表，写真などを
適宜レイアウトして掲示してください．
・ポスターの大きさ，形式は問いません．パネルに収まるように
ポスターを作成してください．
・すべての掲示は本部で用意したピンで行ってください．
糊の使用はご遠慮ください．

■ポスター講演のご案内

1.展示方法 2.講演時間について

コアタイムは講演番号の順番が
奇数の方は最初の1時間，偶数の方は後半の1時間
です．その時間帯はポスターの前から離れないでください．

※例えば
17a-PA1-3であれば3番なので奇数
18p-PB2-6であれば6番なので偶数
となります．

パ
ネ
ル

90cm

180cm

am pm前半 pm後半
準備 9：10～9：30 13：10～13：30 15：40～16：00
説明・討論 9：30～11：30 13：30～15：30 16：00～18：00
撤収 11：30～11：40 15：30～15：40 18：00～18：10

3.ショートプレゼンテーション付きポスター講演

口頭講演会場で1講演2分間のショートプレゼンテーションを行い，引き続きポスター講演会場にてポスター講演を行います．
ショートプレゼンテーションの日時・会場，およびポスター講演の日時・会場を必ずご確認ください．
ショートプレゼンテーションでは質疑応答はございませんので，終了のベルが鳴ったら直ちに講演を中止してください．

Poster Award規程

1.この規程は,公益社団法人応用物理学会（以下「本会」という.）が本会会員に対して行なうPoster Awardに関して定めたものである.
2.Poster Awardは,本会の応用物理学会春季学術講演会および応用物理学会秋季学術講演会（以下「講演会」という.）において,
応用物理学の発展に貢献しうる優秀なポスター講演を行った会員を表彰し,その成果を称えることを目的とする.
3.表彰対象は,本会の講演会で発表された,応用物理学の発展に貢献しうる優秀なポスター講演で,以下(１)～(２)の条件を
全て満たす著者を表彰する.
(１)ポスター講演を行った時点で本会会員であること
(２)講演申し込み時に,登録された著者であること
4.ポスター講演の著者で,会員外(分科会A会員,相互協定を締結した学協会の会員及び非会員)の者は表彰対象としない.
5.Poster Awardの選考手順は,別途内規で定める.
6.表彰の対象となるポスターは,ポスター講演総数の概ね2％以内とする.
7.受賞者には本会会長名の賞状を授与する.
8.表彰は表彰時点における本会会長名により行う.
9.受賞ポスターは,講演会会期中,会場に掲示する.
10.表彰されたポスターについては,講演会企画運営委員会及び理事会に報告する.
11.本規程の改正は総務委員長が承認し理事会へ報告する.

付 則
1.この規程は平成25年2月15日理事会にて決定.
2.この規程は平成25年2月15日より施行する.



■講演番号について

講演番号の横にある印の意味は以下の通りです．

▲ 英語による講演
△ 講演奨励賞エントリーの講演
◎ 招待講演

17 a ‐ A3 – 1

17日 aは午前
pは午後

A3会場 1番目

(例)

■講演者名の表記について

〇(M1)応物 太郎，応用 一郎，湯島 花子，本郷 次郎

〇がついているのが講演者

(例)

この部分は在籍学年を意味します．

B 学士課程あるいはそれに準ずる課程在籍者
M1 博士前期課程1年在籍者
M2 博士前期課程2年在籍者

D 博士後期課程在籍者
P ポスドク

(M1)→(M1C)，(D)→(DC)，(P)→(PC)と表示されている場合
求職中であることを意味します．

講演者が求職中であることを明示できるよう，キャリアエクスプローラーマークがございます．
詳しくは以下URLをご覧ください．
http://www.jsap.or.jp/activities/annualmeetings/CEmark.html

■チラシについて

講演会場でチラシやパンフレットを置いたり配布したりすることは禁止されております．見つけた場合にはただちに撤去させていただきます．
応用物理学会の協賛または共催の学会，会合等で，チラシに応用物理学会の名前またはロゴが入っているものに限り，Registration内指定
のチラシ置場を準備してありますので，ご自身にてRegistrationにお持ちください．また，お持込いただいたチラシは最終日の12時までにご
自身にて撤去をお願いいたします．

会場内には，来場者用の駐車場はありませんので，車では来場しないでください（公共交通機関をご利用下さい）．また近隣への迷惑にな
りますので，路上駐車は絶対に行わないでください．

無断で大学内に車で入構したのを発見した場合は，講演取消等の重い処分が下される場合がございますので，ご注意ください．

■駐車場について


